
高速道路の早期整備について 
【 内閣府・財務省・国土交通省 】 

 

１  高速自動車国道の整備計画区間９，３４２㎞については、有料道路方式と直轄方

式により早期に整備を図ること。 

・ 山陰自動車道 宍道JCT～出雲IC(仮称)間 Ｌ＝１８㎞ 

本年１０月に予定されている道路公団民営化後も、引き続き新会社におい

て整備を進めること 

・ 松江自動車道 広島県三次JCT～三刀屋木次IC間 Ｌ＝６１㎞（直轄方式） 
 

２  法定予定路線１１,５２０㎞は、国土政策として国の責任で全線整備することを確

認するとともに、下記区間を早期に事業化すること。 

・ 出雲仁摩道路（仮称）Ｌ＝３７㎞ (Ｈ１７年度末都市計画決定予定) 

・ 三隅益田道路（仮称）Ｌ＝１４㎞ 都市計画決定の手続きに着手すること 

・ 温泉津町～江津市間 Ｌ＝１３㎞ 

・ 益田市～山口県境間 Ｌ＝１０㎞ 

 

 ３  高規格幹線道路網を構成する一般国道９号の自動車専用道路について、一層の事

業促進及び早期供用を図ること。 

・ 松江道路（４車線化）      ・ 仁摩温泉津道路  Ｌ＝１２㎞     

・ 浜田三隅道路   Ｌ＝１５㎞  ・ 益田道路          Ｌ＝ ８㎞      
 

提案・要望の内容 

 



【 現状と課題 】 
○ 東西に２３０㎞と細長い県土。移動時間の大きさは県内交流を阻害 

安来⇔津和野約２３０㎞、所要時間約４.５時間。唯一結ぶのは｢２車線｣の国道９号 
○ 公共交通機関が未発達で旅客輸送のほとんどを車に依存 

島根県の旅客輸送は９７％を車に依存。⇔東京：３２％、全国平均：７４％ 
○ 島根の豊かな観光資源が十分生かされていない 

東西を周遊する観光ルートが形成されない為、資源が十分に生かされていない。 
○ 供用率の低さ（４７％）に加え、ネットワーク化されていない 

計画延長２８３㎞に対し供用延長１３３㎞と全国平均（６９％）に比し大きく遅れてい

る。また山陰道・松江道がネットワーク化されていないためその効果が極めて限定的。 
○ 高度・専門的医療機関への所要時間の短縮が課題 

県央地域から出雲市の県立中央病院(第３次救急医療機関)への東西搬送は、国道 9号が唯
一のルート。一旦災害、事故等が発生すると大幅な時間が掛かり、助かる命さえ助から

ない。 
○ 地域産業の競争力強化支援の為、物流の円滑化が必要 

特産の島根ぶどうは、山陰道の整備により輸送時間が短縮され東京市場への出荷が増加。

また浜田漁港では、Ｈ３年の浜田道開通以来「ぶり」の出荷量が約２０倍に拡大。現在、

ＩＣから３０分以内で到達できる地域は県土の３６％。 
【 本県の取組状況・方針 】 
○ 県財政の厳しい中においても、高速道路関連事業を優先施策として順位付け 

○ 事業の前提となる都市計画決定作業に対する体制強化と、地元市町村等一体となった取

り組み 

○ 用地取得事務の受託（新直轄事業および用地国債） 

○ 高速道路の必要性を県内外の方に広く理解して頂くことを目的とした官民一体となった

各種広報の実施 

【 提案要望の効果 】 
○ 有事の際、武力攻撃事態への対応及び国民保護活動を的確かつ迅速に実施するために必

要不可欠。 

○ ｢自立的に発展できる快適で活力ある島根の国造り｣の基盤となる高速道路網の整備によ

り、広域交流が促進され産業の活性化や観光の促進、また、移動時間短縮による地域医

療環境の向上が図られる。 

○ 事故・災害時に東西を結ぶ国道９号の代替道路等としての機能が期待される。 

 
 
 
 
 
 
 
 

URL： 

▲ 移動時間の大幅な短縮効果 
 

htt
▲ 事故・災害時の代替道路として機能 
 

 

p://www.pref.shimane.jp/section/highway/   
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